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① 将来住みかえるとしたら？ 

 121 名が「サービス付き高齢者住宅」と答えました。コ

ミュニティ活動の必要性、施設を増やす必要性も多く

の人が挙げています。 

【県ハイツ管理組合発行ドリームハイツだより№155 

アンケート調査結果より】 

 

②内閣府が進めている「小さな拠点事業」という政

策の事例として、深谷台地域運営協議会が紹介

されています。 

【内閣府ホームページ 政策 小さな拠点サイト 

事例集】 

 

昨年 12月、戸塚区役所区政推進課よりドリームハイツ地域の人口統計（2018年 11月 27日現在） 
が届けられました。 

総人口 4,509名(2016年 4,826名)、高齢化率 52.7％(同 49％)、一人暮らし 659名(同 553名) 

 

 

③昨年最後の「拠点検討会(仮称)」では、 

多世代が交流できるスペースが必須。若い世代

に選ばれる地域、新しいライフスタイルを生み出

す仕組み、魅力のある地域へ生まれ変わる仕

組みを考えなくては。（上記グラフを見て）これか

らは、65 歳から 75 歳までの約 1,100 名の方々

に活躍をしてもらいたいなど、県ハイツ管理組合

も加わり、話し合っています。 

 

５歳区分別人口構成推移（H12~H30） 
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①  ③はグラフと直接関係ありません 

ハイツの将来を考えるのに参考になる情報です 

男女別・年齢 5歳区分人口構成 
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県ハイツでは 合同パトロールの他に、昼は

月２回１４時から、夜は月８～９回２０時から

パトロールを行っています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冬季合同パトロール（12月 15日）体験記 

年に 2回地域の団体が参加して、長年続いているパトロール。 

昼の部（15時）は 64人参加で 5つのエリアへ 

夜の部（19時）は 46人参加で 4つのエリアへ 

ドリームハイツ市・県自治会、ドリームハイツ市・県管理組合、アークプ

ラザ戸塚自治会、横浜深谷台小学校、深谷中学校、緑の協会、メモリ

アルグリーンを含む１４組織・団体が参加。 

塚本自治会長からは「毎年続けることが何よりの防犯になる」と挨拶が

あった。 

 

  

 

合同パトロール 

 

ゴミ袋を手に出発。公園の植え込みに捨てられたゴミで早くも袋がいっぱいになった。 

谷戸川橋からの坂道、人目の届きにくい場所に、洗濯機が捨てられており、 

その周りにも多くのゴミがあった。 

小学校２年生の女子も一緒になってゴミ拾いを頑張っていた。 

郵便局の通りは土曜日だからか駐車している車は少なかった。普段は駐車 

している車が多く、横切るのが危険な場所。 

中学校の校長先生の「冬の花がきれいね」の言葉に、ゴミだけでなく良いところに 

も気が付くパトロールっていいな、と心の中が温かくなった。 

他グループの女子中学生３人が「安全な所と危ないところがよく分かった。第２公園の周りの道路が狭くて危

険だった。」と話してくれた。 

谷中公園～ドリームハイツ郵便局前～県ハイツ14号棟～集会所 昼の部 

  

毎年参加される深谷中学校の教師の方と話しながら歩い

た。「建物と建物の間の暗い所は危い。」「こういう風に

組織でまとまりパトロールを行う地域はすごいと思う。互

いに声をかけて子どもを見守る目と環境があるから子ども

が安心して穏やかに育っている。学校の中だけでは子ども

が暮らしている地域のことなどが分りづらい。ゆっくり地

域の話を聞く機会がなかなかないので、今日は話を聞けて

良かった。」 

 

県ハイツのお山の公園～23 号棟外周 
～第１公園～集会所 

ハイツの中もパトロールで回っているが、

夜のハイツの中は人通りが少なく、暗いとこ

ろは危ない。出来るだけ、遠回りしてでも明

るい通りのある道を通ったほうが良い」とア

ドバイスしてくださった。 

 

 

 

 

 

深谷交番の警察官の方に 

「ハイツで特に気を付けることは？」 

最後に、県ハイツの役員さんが「このパトロールは年２

回だが、普段も今日のような目や気持ちで歩いてくださ

い」と挨拶。本当にたくさんの方たちが、自分たちの地域

を守るという意気ごみで、熱心にパトロールをしてくださっ

ていることが分かり、感謝の気持ちでいっぱいになりま

した。 
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夜の部 



     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここに暮らす７ 
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公園も目の前、買い物するお店も近くにある、2000

年の結婚と同時にドリームハイツに引っ越してきまし

た。気づけば 18年、あっという間に過ぎたように感じま

す。 

子どもが生まれ、子育てしていく中で、生活する場に決

めた直感は間違ってはいませんでした。 

私が、初めて出会った地域の場は、今の私の職場でも

ある「おやこの広場ぽっぽの家」でした。初めての子育

てで不安な気持ちの中、一歩を踏み出し遊びに行きま

した。いつ遊びに行っても、笑顔で迎えてくれて、家族

の様に一緒に考えてくれるスタッフは、やはり地域の

方々でした。ぽっぽの家以外の場所で出会った時に

も、声をかけてくれ、私達親子の事を覚えていてくれ

た！と嬉しかった気持ちを思い出します。 

子どもが大きくなり、自主保育の幼稚園「すぎのこ会」

に入園すると、またそこで「人と話し合い、一緒に考え

る」という事を親である私が学びました。「本気で遊

ぶ」、大人の姿に衝撃を受けたのを覚えています。（私

が出会った地域の人たちは、本気で遊び、楽しみ、熱 

い方々が多く、追いつくのが大変です…笑） 

夏祭り、お神輿、出前遊びの会、クリスマス会…地域

の行事もたくさんあります。参加していく中で段々と顔

見知りも増えてきました。とても不思議ですが、どちら

かというと、「黙々と作業をする事が好き」と自分では

思っていましたが、気づけばいつも人との関わりの中

で過ごしている事が多 

い日々。 

この“まち”の一員として 

地域の中で活動できるこ 

とに感謝しています。 

また、子育てもひと段落し息子が高校生になった今、

PTA活動を行うことで新しい友だちも増えました。子ど

もが大きくなった今でも友だちは心強いです。ランチを

しながら、家族のことや学校の話をしたり…と、また一

つ楽しみが増えました。 

そして、これからも、どんな出会いがあるか楽しみに生

活しています。        

気がつくと地域の中で 

 

八
十
年
前
に
義
務
教
育
が
終
わ
っ
て
さ
る
航
空
機
の
会
社
に
就
職
し
て
以
来

変
わ
っ
た
の
は
、
関
西
の
一
戸
建
て
の
自
宅
を
含
め
て
十
五
ぐ
ら
い
転
居
し
た
。

軍
隊(

少
年
兵)

を
含
め
る
と
下
松
、
徳
山
、
下
関
、
金
沢
、
広
島
と
借
り
上
げ
社

宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン
社
宅
等
に
住
み
、
自
宅
を
持
っ
た
の
は
五
十
八
歳
の
時
で
、
広
島

で
定
年
、
転
居
は
終
了
し
た
。 

十
五
年
前
に
他
県
か
ら
転
居
し
た
私
だ
。
い
ろ
ん
な
住
宅
に
住
ん
で
き
た
が
、

こ
ん
な
良
好
な
住
宅
地
域
は
、
類
似
し
た
場
所
は
何
処
か
？
私
は
知
ら
な
い
。
こ

の
団
地
は
最
高
で
あ
る
。 

今
振
り
返
っ
て
こ
の
ド
リ
ー
ム
ハ
イ
ツ
ほ
ど
、
環
境
の
良
い
こ
と
最
高
、
今
ま
で

に
は
な
か
っ
た
。
ク
リ
エ
イ
ト
や
チ
ョ
ッ
ト
し
た
買
い
物
は
旭
マ
ー
ト
。
大
型
ス
ー
パ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行
け
ば
、
日
常
の
食
品
や
必
需
品
の 

買
い
出
し
も
至
近
で
、
便
利
こ
の
上
な
い
。
い
ざ
病
気 

の
時
は
、
お
医
者
さ
ん
や
総
合
病
院
が
間
近
に
あ
る
。 

交
通
の
便
は
、
バ
ス
は
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
始
発
で 

チ
ャ
ン
と
座
っ
て
い
け
て
便
利
。
ま
し
て
や
老
人
に
と
っ
て
は
、 

歩
く
苦
労
も
な
い
。
周
辺
の
老
人
ホ
ー
ム
か
ら
、
食
事
が
で
き
る
ふ
ら
っ
と
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
。 

介
護
援
助
や
近
隣
の
総
合
病
院
で
も
送
迎
バ
ス
が
運
行
さ
れ
、
さ

ら
に
俣
野
公
園
や
野
球
場
等
指
折
り
数
え
て
十
指
を
ゆ
う
に
超
え
て
い
て
最
良

の
住
環
境
。
い
く
つ
も
の
住
所
転
々
と
し
た
偶
者
に
は
、
こ
の
団
地
地
区
は
最
高

の
場
所
と
思
っ
て
る
。
と
に
か
く
自
分
か
ら
欲
し
て
他
に
移
る
な
ど
は
到
底
考
え

ら
れ
な
い
最
高
の
住
居
地
帯
で
、
今
、
こ
う
し
て
生
き
て
い
け
る
の
は
本
当
に
有

難
い
。
自
画
自
賛
で
恥
ず
か
し
い
が
、
現
実
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
ま
ま
、
こ

の
地
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、
ハ
イ
ツ
の
中
に
高
齢
者
向
け
の
共
同

住
戸
が
建
ち
、
今
ま
で
通
り
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
望

み
で
あ
る
。
そ
の
施
設
は
き
っ
と
孫
世
代
に
も
役
に
立
つ
こ
と
と
思
う
。  

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

「 

こ
ん
な
団
地
視
た
こ
と
な
い 

    

よ
み
が
え
っ
た
ハ
イ
ツ
ア
パ
ー
ト
群
」 

 

 

や
っ
さ
ん 

93
歳 

江連 優紀 ４０代 
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ヘアーサロン 

さんけい 
環状 4号線，下和泉信号そば 

女性、男性の 
カット、顔そり 

パーマ、カラーなどなど 

ＴＥＬ０４５―８０１－８６７６ Ｐ有り 

お気軽にお電話ください（予約優先） 

〈定休日〉 
毎週月曜、 

第１、第３火曜日 

 

  

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

  

  

 

 

  

 

 

  

 

 

ー あとがき － 

小正月に行う火祭りの行事。正月の

松飾り・しめなわ・書き初めなどを

持ち寄って焼き、その火で餅を焼い

て食べ、健康と幸福を祈る。 

  

 

俣野公園プレイパーク 
「どんど焼きって？」 

1月 12日（土） どんど焼きをしました。 

各家庭から持ち寄った、門松やしめ飾りなどを燃

やしました。 

その後、マシュマロ・お餅・焼き芋・ウィンナー・・・

を焼いて食べました。 

子ども達にとって「火を燃やす」行事は珍しく、楽し

んでいました。 

(公園で火を扱うことは、俣野公園の特別の計らい

で、許可を取って行われています） 

 

 その昔、１月２日ピッタリ１０時になる

と“ピンポ～ン”ほろ酔い気分のお隣のご主

人様自ら新年のご挨拶、と共に子どもたち

は何よりのお年玉をいただいておりまし

た。このことはご主人が亡くなられた後も

奥様が引き継がれて、それぞれが高校卒業

するまで続けて下さいました。娘、息子たち

にとっても、忘れられないお正月の思い出

になっています（さ）       

https://www.weblio.jp/content/%E7%81%AB%E7%A5%AD%E3%82%8A
https://www.weblio.jp/content/%E8%A1%8C%E4%BA%8B
https://www.weblio.jp/content/%E6%AD%A3%E6%9C%88
https://www.weblio.jp/content/%E6%9D%BE%E9%A3%BE%E3%82%8A
https://www.weblio.jp/content/%E3%81%97%E3%82%81%E3%81%AA%E3%82%8F
https://www.weblio.jp/content/%E6%9B%B8%E3%81%8D%E5%88%9D%E3%82%81
https://www.weblio.jp/content/%E6%8C%81%E3%81%A1
https://www.weblio.jp/content/%E7%84%BC%E3%81%8D

